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烏山高等学校 図書委員会 

★ようやく涼しい季節になりました。新しい本、新しい自分を発見に図書館へどうぞ。 

★1学期・夏休みに借りた本は、大至急！返却してください。昇降口「返却BOX」も利用可。 

今月のイチオシ本 『 いちばん美しい季節に行きたい世界の絶景365日』      

TABIZINE (著) 、パイインターナショナル、202１ 

 「絶景」とは、素晴らしい、非常に優れた景色のこと。本書は、世界

中から選りすぐった絶景を、その場所のベストシーズンにあわせて 

美麗な写真と説明文で1日1か所、365日に分けて紹介した写真集。

オーロラや氷河など大自然が作り出す絶景や幻想的な古代遺跡、映画

のシーンのような神秘的な街やロマンティックな古城まで、世界中の

絶品の風景が盛りだくさん。どのページから読んでもよし、自分の誕

生日の絶景を眺めてもよし。知らない国、見たこともない景色に、

きっと世界の広さを実感できます。（司書） 

2学期も図書館で楽しい時間を☆ 

2025.９月号 

私たちが日頃から使用するものといえば「プラスチック」

だ。プラスチックは都合の良い性質を持つ反面、自然界を

おびやかす存在でもある。そんな物体が、どう海に影響を

与え、未来をどのように動かしてしまうのかが、まとめら

れた書籍である。（２年 A）  ←図書館にあります→ 

図書委員おすすめ 中嶋 亮太『海洋プラスチック汚染 「プラなし」博士、ごみを語る』 

(岩波科学ライブラリー 288）、2019 

『プラスチック

の う み  』M・

ロード、2020 

◆読書で世界を知る『万国本の博覧会 烏高 BOOK EXPO 2025』  

烏翔祭で好評だった図書委員会による特別企画、大阪・関西万博

勝手にコラボ展「どこでも図書館～烏高BOOK EXPO 2025」。 

当日観られなかった＆もっとじっくり観たい、等々のリクエスト

にお応えし、場所を移してアンコール展示します。世界各国の歴

史、文化、観光、グルメなどの関連書籍を約50冊集めました。

「今月のイチオシ本」紹介本のほか、美しい写真集もたくさんあ

ります。海外に目を向け、視野を広げ、世界の解像度を上げてく

ださい。激ムズ？「国旗クイズ」にも挑戦しよう♪ 

＜場所＞図書室西入口前特設コーナー 

＜期間＞9月末まで 

 絵本もおすすめ 

小学生の男の子が翻訳して話題に

なった、海の環境問題を考える絵本。 
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【９月】特集展示のお知らせ 展示本は借りられます

烏翔祭での展示風景。渡り廊下の

掲示版がミニ図書館に。気になる

国、お気に入りの国、いつか訪れ

てみたい国が見つかったら、言語

など、より詳しく調べてみよう。

Καλημέρα (カリメ～ラ) ！ 烏高 BOOK  

https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=TABIZINE&text=TABIZINE&sort=relevancerank&search-alias=books-jp
https://www.amazon.co.jp/s/ref=dp_byline_sr_book_1?ie=UTF8&field-author=%E4%B8%AD%E5%B6%8B+%E4%BA%AE%E5%A4%AA&text=%E4%B8%AD%E5%B6%8B+%E4%BA%AE%E5%A4%AA&sort=relevancerank&search-alias=books-jp


いちばん美しい季節に行きたい世界

の絶景365日 
TABIZINE 

１７歳のときに知りたかった受験の

こと、人生のこと。 
びーやま 

世界の絶景パレット 100色をめぐる旅 永岡書店/編 すごい短歌部   ※飯村先生おすすめ 木村 龍也 

百年前を世界一周～写真で巡る憧れ

の都市の今昔物語  
村山 秀太郎 

続・入試数学 伝説の良問１００   

―良問と解法で高校数学の極意をつかむ 
安田 亨 

翻訳できない世界のことば サンダース BUTTER ※世界で100万部のベストセラー 柚木 麻子  

国旗と国章大図鑑 刈安 望 税金で買った本（16） ずいの 

新着図書 ★この他にもあります。詳細は図書館へ★リクエストもどうぞ！ 

飯村 裕樹
ひろき

 先生（国語科） 

◆◇ 新任の先生にお聞きしました ◇◆ part④ 

◆趣味：読書（最近はAudible オーディブル）      

◆好きな作家：宮沢 賢治など 

◆心に残る一冊： 宮沢 賢治『銀河鉄道の夜』 

◆本校生に推薦する一冊：木下 龍也『すごい短歌部』講談社、2024 

◆本にまつわる話：短歌を作るのは難しいなと思いますか。答えは、NOでもありYESかと思い

ます。確かに俳句のように季語の制約を受けずに、五七五七七の三十一音で誰でも、紙かスマホか

で作れますが、「いい短歌だな」と多くの人に思ってもらえる短歌を作るのは、やはり難しいとい

うことです。 

『すごい短歌部』では木下さんが選んだ一般の方の作った短歌、木下さん自身作った短歌を味わう

ことができます。木下さんが選んだ歌を紹介します。 

穏やかな君の寝顔が好きだから眠り続けてほしい山々 (彩乃) 

これってどんな歌？と思うかもしれませんが、木下さんは「常に考えているわけではないが、大切

な誰かのためにも災害が起こらなければいいな」という普遍的な願いを詠んだ歌だと解説していま

す。良い短歌と良い解説を読み、短歌に触れることが良い短歌を作ることにつながります。 

なぜ短歌を読むのだろうか。木下さんは「短歌は記憶装置だ」と言います。短歌によって今の思

いを何年後、何十年後にも残すことができる。 

もう会えない母のLINEにメッセージ夢でも返事待っているから (ジョニー) 

「あなたのことは、あなたが忘れても、この短歌が覚えていてくれる」と木下さんは言います。 

興味のある人は是非一読して、短歌を作ってみてください。 
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どんな本なら読みたいか、意

見＆リクエスト待ってます！

HR別貸出数（R7.１学期） 

HR １組 ２組 ３組 ４組 計 

１年 81 14 235 146 476 

２年 15 49 25 1 90 

３年 58 24 42 10 134 

合計700 冊 

那須烏山市出身の元外交官、神長善次氏から著書の寄

贈です。米国、フィリピン、ネパール、オマーン日本

大使時代の異国情緒溢れる思い出を綴った詩集。年と

共に高みに向かって変化成長する人生の「生の丈」を

いかに生きるか、若い人にエールを送ります。  

＊寄贈書紹介＊詩集『生の丈
せいのたけ

』神長善次氏 

https://www.kinokuniya.co.jp/disp/CSfDispListPage_001.jsp?qsd=true&ptk=01&author=%E6%B0%B8%E5%B2%A1%E6%9B%B8%E5%BA%97%E7%B7%A8%E9%9B%86%E9%83%A8

